
＝如来壽量品の奥義＝

１，諸経の王「法華経」

諸経の王といわれる「法華経」、その理由を今改めて、ここに明ら

かにしたいと思います。このホームページでもすでに述べましたが、

法華経全二十八品の中で、最も主要な箇所といえば、前半では、方

便品第二であり、後半では、如来壽量品第十六であります。そして

全体として最も重要な箇所といえば、如来壽量品第十六であります。これらは、すでに

先師先哲によって数々の書物で明らかにされているところであります。

それでは、そこに何か書かれているのでしょうか。まず、この如来壽量品（略して壽

量品）について、法華経修行の第一人者である日蓮聖人は次のように述べられています。

「一切経の中に此の寿量品ましまさずば、天に日月なく、国に大王なく、山海に玉なく、人
いっ さい きょう なか こ じゅ りょう ほん てん にち がつ くに だい おう さん かい たま ひと

に 魂 無からんが如し。されば寿量品なくしては一切経いたづらごとなるべし」〔壽量品
たましい な ごと じゅ りょう ほん いっ さい きょう

得意鈔〕。すなわち、もし、一切経（仏教経典すべて）において、そこに壽量品

が無かったならば、人に魂が無いのと同じで、一切経の存在は無意味となってし

まうと言うことであります。

そこで壽量品の何がそんなに凄いのか、であります。そこには驚嘆すべて一大真理が

説かれているからです。真理の意味とは、読んで字のごとく、真の道理で、真とは、ほ

んもの、変わらぬもの、と言った意味がありますが、一般的に分かりやすく申せば、永

遠に変わらぬもの、普遍性のあるものと言った意味になるでしょう。

２，一大真理とは

○諸行無常・諸法無我

そこで、一大真理とは、この自然界において、あるいは、この世界、この宇宙におい



て永遠に変わらぬものと言うことができるでしょう。永遠に変わ

らぬもの、これを別の言葉で言えば、絶対性のあるものと言えま

しょう。その反対が相対性で、相対とは、「物事が他との関係や比

較の上に成り立つさま」であり、すなわち、状況によって変化していくものであります。

この宇宙・神羅万象すべてのものは、常態として存在するものは一切無く、常に変化し

ていくものである。物理的に見た場合、あらゆるものは、原子（元素）が集合して、い

ろいろ物質を形成していますが、日常的に目に見えるもの、紙、布、陶器、鉄、野菜、

米、あらゆる生物、水、土、机、鉛筆、パソコン、など、この世のすべてのものは、原

子で構成されていますが、それらは、一見、変化の無いように見えますが、電子顕微鏡

クラスで見れば、変化しているわけで、その変化する時間が長いか、短いかだけの差だ

けであります。もちろん人間もその中に含まれます。どんなに強度なものであっても永

遠に同じ輝きでいるものは、何一つないということです。この考察は、真に科学的であ

り、また哲学的でもあります。

釈尊は、このように「この世のすべては、変化して止まない事」こそが唯一の真理で

あることを発見し、悟られたのです。仏教の基本哲理では、「諸行無常・諸法無我」と言

って、あらゆるものは変化し（無常）、そのもの自体が自立して存在しえない（無我）と

いうことです。

仏教の根本教理では、これらを三法印（諸行無常・諸法無我・涅槃寂 静）と呼び、さ
さんぼういん しよぎよう む じよう しよほう む が ね はんじやくじよう

らにこの教理から、「四諦の法門」へと発展します。
し たい ほうもん

四諦の法門……①苦諦 ②集諦 ③滅諦 ④道諦、の四つで、諦とは、真実の意味。
く たい じゅうたい めったい どうたい たい

①苦諦（結果）……迷いのこの世は一切が苦であるという真実

②集諦（原因）……苦の原因は煩悩・妄執、求めて飽かない愛執であるという真実
もうしゆう

③滅諦（結果）……苦の原因の滅という真実。無常の世を超え、執着を断つことが、苦



しみを滅した悟りの境地であるということ

④道諦（原因）……悟りに導く実践という真実。悟りに至るためには八正道（正見、正

思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、正定）によるべきであるということ

「ウィキペディア（Wikipedia）より」

以上、人間と真理の法則との関係性をあきらかにして、人間は、いかに生きるべきか

を教えています。これら小乗教の教理に基づき、釈尊の弟子たちは、人間が持っている

苦悩から脱することができたのです。これが「小乗の悟り」であります。これで一応、

仏教は完結されていることになりますが、……

○人間にとって絶対とは、「死」

さて、小乗の悟りをもう少し掘り下げて考えてみたいと思います。

宇宙の根本原理、それは、すべてのものは、変化して止まないということ

（諸行無常）、そこから、何が導き出されるでしょう。それは、人間にと

って「死」そのものです。人は、いかに健康を誇っていても、いずれは、

老いて死ぬということです。また、財産があっても、名声があっても、権力があっても、

あるいは、豊かな生活であっても、それらをどんなに手に入れても、いずれは手放さな

ければなりません。よく言うことですが、「あの世まで持って行くことはできないのだか

ら」と言われる通りです。死こそが、人間にとって唯一絶対的なものであり、古今東西、

どんな人にも平等に訪れるのです。唯一絶対的な平等なもの、それは死であります。何

故このような事を言うかというと、人は、今の幸せ、今の健康、今の生活がずっと続く

ことを望むものなのです。それに対して、しがみついていたいのです。いわゆる「執 着
しゆうじやく

・愛著」です。しかし、それは先の原理に従って、ありえないことなのです。いずれは、
あいじやく

自分の手から離れていくものに、しがみついているところに悲劇が訪れます。人にとっ

て最大の執着は、「生きる」ということです。しかし、それも最後は手放さなければなら



ないとは、こんなつらく悲しいことはないでしょう。仏教では、この事を四苦八苦（生
し く はっ く しょう

・老・病・死、愛別離苦・怨憎会苦・求不得苦・五陰盛苦）と言います。
ろう びょう し あいべつ り く おんぞう え く ぐ ふ とっ く ご おんじょう く

日蓮聖人は、人生を深く考え、そこから感じた事は、「夫れ、おもんみれば日蓮幼少の時
そ にちれんようしよう とき

より仏法を学び候いしが、念願すらく、人の寿命は無常なり。出づる気は入る気を待つ事な
ぶつぽう まな そうら ねんがん ひと じゆみよう む じよう い いき い いき ま こと

し。風の前の露尚譬えにあらず。賢きもはかなきも、老いたるも若きも定めなき習いなり。され
かぜ まえ つゆなおたと かしこ お わか さだ なら

ば先ず臨終の事を習うて後に佗事を習うべし。」〔妙法尼御前御返事〕。
ま りんじゆう こと なろ のち た じ なろ

日蓮聖人は、世の無常を感じ、人は、必ず死ぬと考えた時、人生において、何が一番

大切であるのか、それをしっかりと定めてから、他の事を学ぶべきであると申されてい

るのです。また先人曰く、「学問の中で一番大事な学問は、死ぬ事の学問なり。何故ならば、
いわ な ぜ

名誉も虚栄も、財産も権力も、一度この死の問題に値えば、恰も霧の如し。死の学問とは臨
あ あたか きり ごと りん

終の時を指すのでは無く平常にある。この学問によって知恵も出で、力も出づ。また道徳も生
じゆう い い しよう

ず。凡の人間界の必要事は、生死を 諦 るにあり。」
すべて ひつよう じ しよう じ あきらむ

人生にとって最も重要な事は死でありますが、おおかたの人々は、死についてい

くら考えてもどうしようも無いことであり、半分あきらめの境地でいるのではない

でしょうか。あるいは、未だ自分には死は遠い事であり、今すぐ考えることでもな

いと思って日々の忙しい生活にかまけて、あえて考えないようにしているとも言え

ましょう。しかし、何時かは訪れる死、あるいは急に訪れる死かも知れません。し

かし、死は絶対であるわけです。

○小乗教の悟り

小乗教では、世の中は無常であるが故に、一切の執着を捨てる事によってのみ、苦悩

から脱することが出来る事であったわけですが、それは、あたかも世捨て人のようでも

あり、現代の哲学的言葉で言えば、一種の虚無主義、あるいは厭世主義であり、虚脱状

態と通じるものがあるかも知れませんね。結局、何をやってもいつかは死ぬのだと思う



と、すべてが無意味に思えてしまう。何もかも捨ててしまえ、と言った感覚は、いくら

悟りと言っても、嬉しい気持ち、ハッピーな気持ちではないでしょうね。一切の煩悩を

捨てる事によって、一切の執着も無くなるという考え方が小乗教の悟りなのです。

ところが、その後のいきさつが、釈尊が晩年になって説かれた法華経の譬諭品第三で
ひ ゆ ほん

明瞭に説明されています。

「いかんぞ如来、小 乗の法をもって済度せられると。これ我らが咎なり｡世尊には非ず｡…
しようじよう さい ど とが あら

…」。続いて信解品第四では、「世尊往昔の説法既に久し。我時に座に在って身体疲懈し、
しん げ ほん おうじやく すで ひさ われとき ざ あ ひ け

但空・無相・無作を念じて、……」
ただくう む そう む さ

口語訳「どうして仏さまは、自分たちには小乗の教えばかりをお説きになって、それ

で救ってくださろうとされるのかと。無論、私たちの至らぬせいであります。少しも世

尊の責任ではありません｡……」。続いて信解品では「世尊はずっと以前から、久しく我

々の為に説法して下さっています。ところが私たちは、聴聞の座にいながら、年ととも

に疲れたようにだるく感じて、ただ、この世のものは、すベて一色（空）から出来てい

るものであり、従って元々は「相」のないものであり、そうした実相の世界というもの

は作為を超えた常住不変（無作）の存在である、というような思索ばかりに心がとられ
さく い

ておりました。」

○如来壽量品の出現

このように法華経以前の教えは、釈尊は、小乗教の教えをもって弟子たちを教化指導

されていた事があきらかにされ、その時の弟子たちの気持ちがとても的確に表現されて

いますね。ところが法華経従地涌出品第十五では、「昔より未だ聞かざる所の法、今皆当
じゅう じ ゆ じゅっほん いま みなまさ

に聞くことを得べし……。仏は不実の語なし、智慧量るべからず、得る所の第一の法は、甚深
う ふ じつ ことば はか う じんじん

にして分別しがたし、かくの如きを今当に説くべし、汝達一心に聞け」と説かれていて、これ
ごと まさ なんたち

から説くところの法は、未だかってない未曾有の教えであり、弟子たちは、心して聞く
み ぞ う



ようにと言明されています。そして、如来壽量品第十六（略して壽量品）で、いよいよ

一大真実が語られます。

先の「法華経後半の教え」でも説明しましたが、壽量品のはじめに

「汝達諦かに聴け、如来の秘密神通の力を。一切世間の天・人及び阿修
なんだちあきら き ひ みつじんずう ちから いっさい せ けん てん にん あ しゅ

羅は、皆今の釈迦牟尼仏、釈氏の宮を出でて伽耶城を去ること遠からず、
ら みないま しゃく し みや い が や じょう

道場に坐して阿耨多羅三藐三菩提を得たりと謂えり。然るに善男子、我実
ざ あ のく た ら さんみゃくさん ぼ だい え おも しか われじつ

に成仏してより已来、無量無辺百千万億那由他劫なり。」
このかた む りょう む へんひゃくせんまんのく な ゆ た こう

ここでは、驚くべきお言葉が述べられています。すなわち、世間の人々は、釈尊は四

十余年前、自分の城を抜け出て修行を重ね、菩提樹の下で遂に阿耨多羅三藐三菩提（悟
あ のく た ら さんみゃくさん ぼ だい

り・成仏）を得たと思われていますが、実は、すでに無量無辺百千万億那由他劫（過
む りょう む へんひゃくせんまんのく な ゆ た こう

去無量無辺）の遠い昔にすでに成仏されていたことが明からかにされたことであります。

これを仏教用語で久遠本仏、あるいは久遠実成大恩教主釈迦牟尼仏といい、久遠本仏
く おんほんぶつ く おんじつじょうだいおんきょうしゅしゃ か む に ぶつ く おんほんぶつ

の命は永遠に滅せず、その慈悲も永遠に止まないことが説かれています。このことは、
いのち や

仏教八万四千と言われるどの経典を紐解いてみても説かれていないことであり、法華経
ひも と

の壽量品に至ってはじめて明らかにされたことで、まったく驚嘆すべき内容であり、こ

の真実がもたらす大きな意味を深く感じるべきでしょう。この事が「一大真実」と言う

事であります。

さて、先に「この世の中で、真実とは、絶対的真実は一つであり、それは、すべての

物事は、変化して止まない事」であり、これこそが唯一の真実で、仏教の基本哲理とし

ての「諸行無常、諸法無我」でありましたが、ここでまた新たに一大真実が出現した事

になります。すなわち、如来寿量の意味をその後に説かれた涅槃経では、「如来常住・無
む

有変易」（如来は常住にして変化すること無し）と明確に表現しています。我々人間が生
う へんやく

活していくうえで、この両方の教法、摂理をしっかりと認識し、保持していく必要があ



ります。どちらも本当に大切な事柄です。科学的アプローチとしての「諸行無常・諸法

無我」、宗教的アプローチとしての「如来常住・無有変易」、どちらに傾いても、より正

しい人生観が得られないと思われます。

改めて法華経全体を分析すると、よく言われることですが、法華経前半は、方便品を

中心として、諸法実相観が説かれていて、非常に哲学的な内容となっていて、後半では、

壽量品を中心として、久遠本仏の救済が説かれていて、非常に宗教的な内容となってい

ます。

○真の救いとは

そこで復習の意味を込めて、再度考えてみたいと思います。

世の中に絶対的なものは、一つであります。二つ以上あっては、それは絶対と言えな

いわけです。それゆえ、仏教では、当初、絶対的真理として、「諸行無常・諸法無我」を

説きましたが、確かに科学的に申せば、その通りです。しかし、人間は、それで満足す

るでしょうか。すべて諦めの境地、無常観では、寂しすぎます。そして、道徳的、倫理

的にも、何かおかしいものを感じざるを得ません。世捨て人のように諦めの境地は、ま

るで、仙人か、年老いた心境のようでもありますが、何かしっくりこないのも事実です。

これでは、いくら真実、真理と言っても万人を納得させるには、無理があるようです。

人間には、理性の他に、感情、意思といったものがあるのですから、これでは、真の救

いとはならないでしょう。そこに宗教の必要性が存在するのです。

世界には、数多くの宗教が存在しますが、いずれも絶対的な存在、神に類似したもの

を認め、それに救いを求めていると言えるでしょうが、仏教では、どこまでも科学的に、

道理的に考証して、決して矛盾のある存在などを認めていないところが大変優れた点と

言えましょう。他の宗教は、仮説をあたかも真実のように取り扱っているところがあり

ます。



３，大般涅槃経における四聖諦

○絶対的なものが二つ

さて、絶対と言われるものは、本来、一つでありますが、仏教（法華経）では、実

は、その奥にもう一つあったのです。まさしく驚嘆すべき事実なのですが、二つと

なると、絶対的と言えないのでは？と思いますが、ここで二つとは、目に見える凡

界的な絶対と、この宇宙的の背後にある絶対観であります。凡界的な絶対とは、我

々が生きて行く上での絶対としての「死」です。もう一つの宇宙的の背後にある絶

対観とは、永遠の命を保持されている仏様とその世界であります。仏様こそ永遠の

世界なのです。仏教を研鑽された有名な聖徳太子も「世間虚仮、唯仏是真」(この世
せ けん こ け ゆい ぶつ ぜ しん

は仮の姿で、仏の世界だけが真実である）と喝破されましたが、その事がこの壽量
かつ ぱ

品で説かれている世界なのです。

大乗の『大般涅槃経』の四諦品では、通常の四諦に新しい大乗的な解釈を加えた、涅
し たいぼん

槃の教理的な「四聖諦」を説いています。ここでは、あえて、小乗教の「四諦の法門」と
し しょうたい

区別するために大乗教の四諦を「四聖諦」と呼びます（一般の辞書では、どちらも同じ

意味として扱われています）。

①苦聖諦（結果）

この世の苦を明らかに徹見し、如来常住の真理を会得すること。また常住の法身を信

じないことが生死の苦の根源であると知ること。

②集聖諦（原因）

苦の根源は煩悩妄執であることを徹見し、それに対して如来の深法は常住にして不変

易であり、窮まりないと證知すること。また非法を先とし正法を断滅することが生死の

苦悩を受け集める原因であると知ること。



③滅聖諦（結果）

苦の原因である一切の煩悩を除き、苦を滅することが悟りの境地であるが、如来の秘
ひ

密蔵を正しく知り修智すれば、煩悩があっても除くことができる。また、衆生の一人一
みつぞう しゅ ち

人が自己に内蔵する如来蔵（仏性）を信ずる一念が苦を滅するということ。
にょらいぞう

④道聖諦（原因）

仏道修行を通して一体三宝（仏法僧は差別なく一体である）と解脱涅槃の常 住不変易
じょうじゅう ふ へん い

を知り、修習すること。また如来が常住不変易であるから、三宝の一体、解脱は涅槃経

の 2つも常住不変易であると知ること。

「ウィキペディア（Wikipedia）」より

○久遠本仏の世界

さて、改めて、仏教の根本哲理である「諸行無常・諸法無我」から導き出された「四

諦の法門（苦集滅道）」は、大乗教によって、大きく展開されて行きます。先に述べたよ

うに、人は、煩悩・妄執によって、苦を生じ、また、正しい道（八正道）を歩く事によ

って、苦しみを滅することができる、のが小乗教の四諦の法門であったのが、大乗教の

四聖諦の法門では、如来常住を信じられないことが苦の原因であり、如来は常住不変易

を信じ習得することが苦を解消する道である、と教示されています。実に大きな展開と

言えます。

これらの教理は、壽量品の出現によって、はじめて大きく展開できたのであり、「諸

行無常・諸法無我」も然なりです。「諸行無常・諸法無我」も大乗教では、「如来常住・
しか

無有変易」と成って、「常・楽・我・浄」として仏の久遠(永遠）の世界が出現するのです。
む う へんやく じょう らく が じょう

法華経の結経である仏説観普賢菩薩行法経には「時に空中の声即ち是の語を説かん、
けっきょう ぶっせつかん ふ げん ぼ さつぎょうほうきょう とき くうちゅう こえすなわ こ ことば と

釈迦牟尼仏を 遮那遍一切処と名けたてまつる。其の仏の住処を常 寂光と名く。
しゃ か む に ぶつ び る しゃ な へんいっさいしょ なず そ ほとけ じゅうしょ じょうじゃっこう なず

常波羅蜜に摂 成せられたる処、我波羅蜜に安立せられたる処、浄波羅蜜の有相を滅
じょう は ら みつ しょうじょう ところ が は ら みつ あんりゅう ところ じょう は ら みつ う そう めっ



せる処、楽波羅蜜の身心の相に住せざる処、有無の諸法の相を見ざる処、如寂解脱
ところ らく は ら みつ しんじん そう じゅう ところ う む しょほう そう み ところ にょじゃく げ だつ

・乃至般若波羅蜜なり。是の色常 住の法なるが故に。是の如く応当に十方の仏を観じ
ない し はんにゃ は ら みつ こ しきじょうじゅう ほう ゆえ かく ごと ま さ じっぽう ほとけ かん

たてまつるべし」と「常・楽・我・浄」の世界が説かれています。
じょう らく が じょう

（常 - 仏や涅槃の境涯は、常住で永遠に不滅不変である。楽 - 仏や涅槃の境涯は、人間の苦楽を離れ

たところに真の安楽がある。我 - 仏や涅槃の境涯は、人間本位の自我を離れ、如来我（仏性）がある。

浄 - 仏や涅槃の境涯は、煩悩を離れ浄化された清浄な世界である。）「WikiArc」より

小乗教の世界観（人生は苦であり、無常であり、我が無い）とまったく違った世界が

展開されています。この相反する教理、いずれが真実であろうか、

日蓮聖人は、「先づ一つには爾前の経 経は多言なり、法華経は一言なり。爾前の経 経は多
に ぜん きょうぎょう た ごん いちごん に ぜん きょうぎょう た

経なり、此経は一経なり。」「涌出 、寿量の二品を除ては皆始成を存せり」〔開目鈔〕と申し
きょう このきょう いっきょう ゆ じゅつ じゅりょう みな し じょう ぞん

ていて、この壽量品の永遠性を理解する事がいかに難しいかを問われています。しかし、

それ故に、壽量品を含んだ法華経の超越性、絶対性が改めて明確になり、「諸経の王」と

言われる由縁なのです。法華経に出現する仏は、天空の輝く実在の月の如くであり、そ

の他の諸々の仏たちは、各所の池に映る月の影であると申されています。諸宗派で祭祀

するそれぞれの仏は、それぞれの池に映る月の影であり、その月を拝んで

いるようなものだと申されているのです。「水中の月を見るがごとし、根なし草

の波上に浮べるにに（似）たり。」「諸宗の学者等近くは自宗に迷ひ、遠くは法華経の

寿量品をしらず。水中の月に実月の想をなし、」〔開目鈔〕。
おもい

○五百塵点劫が意味するもの

壽量品の久遠実成大恩教主釈迦牟尼仏（久遠本仏）について、仏教用語で「五百塵点
く おんじつじようだいおんきようしゆ ご ひゃくじんてん

劫」といいますが、その意味は「たとえば五百千万那由他阿僧祇の三千大千世界をみじん
こう な ゆ た あ そう ぎ

に砕き，そのちりを五百千万那由他阿僧祇の国土を過ぎるごとに 1 つずつ下して，その
くだ

すべてが尽きたときまでに経過した全国土を再びみじんに砕き，その一塵を一劫として
いちじん いちこう



さらに百千万億那由他阿僧祇劫において成仏している」。

これは、「久遠本仏の絶対的永遠性」を説明しているのですが、この比喩（五百塵点
ひ ゆ

劫）、表現方法は、まったく驚異的で、もし、これを「実は本仏は始めから仏である」と

表現したらどうでしょうか。久遠の仏と、我ら衆生とは、まったく継続性のない隔離し

た表現になるでしょう。仏はあくまでも仏、我々とは、別ものとなります。仏と我々衆

生と、連携、継続は無いのです。西洋の宗教の神については、神と人間とは、はじめか

ら別ものであり、人間が神には成れないわけです。ところが仏教では、人間も精進努力

すれば、いつかは仏に成れる存在なのです。壽量品での久遠本仏は、仏である以上、我

々の修行の延長線上にあることになります。そして、仏は、永遠の存在であると解ると、

その延長線である我ら衆生も永遠の存在であることが理解できるのであります。それを

覚知できないのは、衆生はまだ迷悟の世界をさまよっているにほかなりません。そして

実はこの世界は、永遠であって永遠で無い、有限であって有限で無い、そういう世界な

のです。これは決して言葉の綾で無く、真実の世界観は、有るようで無い、無いようで

有る、般若心経の有名な言葉「色即是空、空即是色」の世界なのです。この微妙な世界
しきそく ぜ くう くうそく ぜ しき

観を「五百塵点劫」の譬えを持って見事に表現されているのが、この壽量品なのです。

○科学の世界観と一切矛盾しない

科学の世界でも、究極的に調べていくと、仏教の世界観に限りなく

近づきづつあります。現在の科学では、物質を構成する根源的な物（元

素）は、アインシュタインの相対性理論から量子論へ、さらにはヒッ

クス粒子（機構）へと展開しているようですが、その説明だと、この世界は、物質はあ

るようで無い、無いようである事が徐々に分かりつつあります。物質の根源である光子

は、その光が物質であるか、波であるかが問われているのが、現代科学だそうです。即

ち、光は、物質であって、物質で無いという考え方なのです。まさしく仏教の世界観そ



のものでしょう。仏教では哲学的にも絶対と呼ばれるもの対して、「而二不二」という言
に に ふ に

葉で表現していますが、即ち、一つでなく二つであり、二つでなく一つである、と言う

ことです。絶対と言う物は、言葉では表現出来ない、認識できないところのもであると

いうのです。それはそうでしょう。もし、ある物に対して絶対と言えば、それは、すで

に相対的な存在となり、絶対と言えない（諸法無我）、この世に絶対的な物は存在しない

と言えば、それでは、本当に絶対的な物は存在しないのかと言えば、この世自体が存在

しないことになる（事実は、存在している）。そのような事を仏教用語で「而二不二」と
に に ふ に

表現しています。

根本仏教である「縁起」について、次のように説明されています。……「譬えば、こ

こに二つの蘆束があるとしよう。それら二つの蘆束は、相依っていると
あしたば あい よ

き、立っている事が出来る。それと同じように、これがあるから、彼が

あるのであり、彼があるから、これもあるのである。だが、もし、二つ

の蘆束のうち、一つの蘆束を取り去れば、他の蘆束もまた倒れるだろう。

それと同じく、これが無ければ、彼も無いのであり、かれが無ければ、これもまた無い

のである〔相応部経典、蘆束〕。 聖徳太子が「世間虚仮」と言ったのも、この世は、仮
せ けん こ け

に存在しているのであり、片方が無くなれば他方も無くなる、そのような存在であると。

この世のすべては、このように縁起で成り立っているのです。

私は常々、次のように感じています。高等動物である人間といえども、「永遠・無限」

と言う概念は、思考能力を超えた存在であると思っています。たとえば、この宇宙の存

在起源は、どのようであったのか、と問われたら、誰も答えを出すことが出来ないので

す。宇宙のはじめは、ビッグバンから始まったと言いますが、それでは、その前は何だ

ったのか。「無」であったと答える人もいますが、それでは、「無」とは、どういう状態

なのか、の問いに、誰も説明しようがないでしょう。この宇宙は永遠の存在であると答

えれば、永遠の前は何であったのか、と問われても、永遠は永遠であるとしか答えられ



ないわけで、このように「永遠・無限」は人間の思考能力を超えた世界と言えるでしょ

う。しかし、現実は、この世が今こうして変化しながらも存在し続けているのです。ま

ったく想像を超えた世界に我々は生きて生活をしているのです。

○最高の幸せ観

さて、改めて人間は、先の如く、必ず死ぬ存在であり、死を前にしては、いかなる人

もお手上げであります。高齢の人々に、たまに死についてお尋ねすることもありますが、

やはり、人間は、どこまで行っても死にたくないのが本音のようです。生きたいのです。

生きとし生けるものは、すべて生きたいのが本能だと思いますが、それは叶わないこと

なので、神の采配なのでしょうか、自分の分身としての子孫を残して、この世を去るの

です。もしそこで、形の上では死を迎えるのですが、実は、永遠の世界が在って、あの

世に於いて、再び命が再生して、輝く世界で生きていけたら、最高の幸せ観に浸れるこ

とが出来るでしょう。人生の最高の苦である死からの脱却が出来たら本当に素晴らしい

事ではないでしょうか。その事が気休めや幻想で無く、本当の事であったなら、きっと

満足して、この世を去ることが出来る事でしょう。それを科学的に哲学的に宗教的にき

ちんと説明が出来れば、万人が本当に納得し安心するでしょう。そして、その答えが今

述べた法華経の如来壽量品の中に納められていたのです。この真実に気づき、この扉を

開き、この教えを聞いて実践して行く事によってのみ、永遠の世界、仏の世界、真実の

世界に入る事ができる事でしょう。壽量品に曰く「衆生既に信伏し、質直にして意 柔
いわ しゆじようすで しんぶく しちじき こころにゆうなん

に、一心に仏を見たてまつらんと欲して、自ら身命を惜まず、時に我及び衆僧、倶に
いつしん ほとけ み ほつ みずか しんみよう おし とき われ しゆそう とも

霊鷲山に出ず、我時に衆生に語る、常に此にあって滅せず、……」。仏の世界は理屈で
りようじゆせん い われとき しゆじよう かた つね ここ めつ

は分からないのです。一心に仏を見ようとして、自ら命も惜しまずに精進するところに、

その世界は見えて来るし、またその世界に入る事ができると確信しています。教えを聞

いて実践してこそ、の世界でありましょう。続いて経文には、「我が此の土は安穏にして、
わ こ ど あんのん



天人常に充満せり、園林 諸 の堂閣、種々の宝をもって荘厳し、宝樹花果多くして、衆生
てんにんつね じゆうまん おんりんもろもろ どうかく しゆじゆ たから そうごん ほうじゆ け か おお しゆじよう

の遊楽する所なり。」と仏の世界の様子が我々人間にも分かり易く説かれているのです。
ゆ らく ところ

仏教は、理論的にも理路整然としていますが、それのみでは、本当に分かった事にな

らないのです。理屈が分かっても、それだけでは、人間の救済にはなりません。理論と

共に実践（修行）を通して、はじめて心身ともに体験できてこそ、本当の救済となるこ

とでしょう。これこそが「安心立命」の境地と言えましょう。

さて、蛇足になるかも知れませんが、仏典には、数々の仏様が登場します。仏教の開

祖、釈尊如来（仏）をはじめとして、有名なところでは、阿弥陀仏、大日如来、薬師如

来、多宝如来、阿 如来、日月燈明如来などですが（仏と如来は同格で、どちらを使用
あ しゆく

しても可）、歴史上に登場する実際の仏様は、釈尊お一人であります。他の仏様は、釈尊

の口から語られた仏様たちであります。釈尊は、専門用語として、「三身即一の仏」と呼
さんしんそくいつ

ばれています。仏は、三身を備えていて、三身とは、「法身仏、報身仏、応身仏」であり、
ほつしんぶつ ほうしんぶつ おうじんぶつ

法身とは、永遠の真理を意味していて、報身は、修行して得たところの智慧を意味して

いて、応身とは、実際にこの世に出現して、慈悲を垂れる故に、応身仏と呼ばれている

のです。それ故、仏は三身を兼ね備えていると雖も、この娑婆世界においては、釈尊お

一人が一身の中に三身を備えている故に、三身即一の仏と呼ばれるのです。

壽量品では、釈尊は、歴史上、インド（ネパール）に於て生を受け、悟りを開かれ、

法華経に至って、はじめて、久遠の本体（本仏）を顕されたところが最も尊い箇所で、
あらわ

まさしく三身即一の仏様と申せましょう。

また釈尊は、法華経では、我々人類にとってさらに有り難い存在として説かれていま

す。

日蓮聖人曰く、「法華経第二の譬喩品に云く、『今此の三界は皆是我が有なり』云云。是
いわ いま こ さんがい みなこれ わ う うんぬん こ

の三界の日本国は釈尊の御領なり。其の御領の住民は釈尊を主と憑み奉るべきなり。『其
ご りょう そ ご りょう たの

の中の衆生は 悉 く是吾が子』と云えり。是は我等衆生は釈尊の御子なりと宣べ給えり。故に
ことごと これ わ こ これ おん こ の たま



釈尊は我等衆生の親にて御座し候。又『唯だ我一人のみ能く救護を為す』と云う。是は釈尊
お わ た われいちにん よ く ご な これ

は我等衆生を一人して救うべしと誓い給えり。故に釈尊は我等衆生の師匠にて御座し候な
いちにん ちか たま お わ

り。此の譬喩品の文は、釈尊は我等衆生の為には、主・師・親の三徳を備え給う慈悲深重の
しゅ し しん さんとく そな たも じ ひ じんじゅう

仏にて、此の土の有縁の仏にて御座し候」〔法華大綱鈔〕。
う えん お わ

法華経の譬諭品で、釈尊は、我ら衆生にとって、「主であり、師であり、親である」と

説かれていて、この三つの徳を兼ね備えていらっしゃるのは、世界中で、釈尊お一人で

あらせられる事が、釈尊自ら宣言されている箇所であります。世界には数々の宗教が存

在し、神と名の付く神々がそれぞれ存在しますが、それらの多くは、我らが主よ！と呼

ばれている存在だと思われますが、ここでは、釈尊自ら、はっきりと主であり、師であ

り、親であると仰せられていて、まさしく、日蓮聖人のお説のごとく、「この土有縁の慈

悲深重の仏様」でありましょう。

今日の世界は、未だかつてない新たな時代を迎えようとしています。日蓮聖人は、自

らを「法華経の行者」と自負されていますが、法華経を持つ信仰者は、一歩一歩実践修
たも

行を通して、新たな時代の担い手となって前進してまいりましょう。
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